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債
格
決
定
檎
構
に
於
け
る
貨
幣
流
通
速
度

交
換
方
程
式
又
は
貨
幣
理
論
の
基
本
方
程
式
の
右
邊
項
を
た
す
も
の
は
、
周
知
の
如
く
、
貨
幣
敷
撮
と
そ
の
流

通
速
度
と
の
積
で
あ
る
。
而
し
て
貨
幣
の
流
通
速
度
は
貨
幣
敷
董
と
共
に
憤
格
の
能
動
的
決
定
要
因
で
あ
る
と
考

四、

一
、
は
し
が

二
、
貨
幣
流
通
速
の
定
義
及
算
定
の
方
法

―
―
-
、
．
貨
幣
流
通
速
度
は
債
格
決
定
の
能
動
的
要
因
な
ら
す

一
應
の
む
す
び
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、
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1) I. Fisher, The purchasing power of money, 1922. p. 14. 
2) J. Schumpeter, Sozialprodukt und Rechenphennige, Archiv f. So. 
zialwissenschaft u. Sozialpolitik Bd. 44. S. 655. 
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貨
幣
の
流
通
述
度
は
如
何
に
し
て
算
定
さ
れ
る
か
。

償
格
決
定
薇
楷
に
於
け
る
貨
幣
流
通
速
度

は
何
で
あ
る
か
、

第
一
＝
巻

一
、
貨
幣
の
流
通
速
度
と
云
は
れ
て
ゐ
る
も
の

叉
如
何
に
し
て
算
定
し
得
る
か
必
す
し
も
明
で
な
い
。

更
に
立
入
り
て
詳
細
に
考
察
し
、

こ
れ
を
限
定
す
る
こ
と
が
本
稿
の
課
題

の
一
で
あ
る
。
二
、
貨
幣
の
流
通
速
度
は
果
し
て
債
格
決
定
の
能
動
的
要
因
で
あ
る
か
。
こ
れ
を
吟
味
す
る
こ
と

が
課
題
の
二
で
あ
る
。
私
は
此
の
問
題
に
就
い
て
か
つ
て
卑
見
を
極
め
て
概
略
的
に
述
べ
た
。
本
稿
に
於
い
て
は

か
つ
て
の
論
違
の
補
足
と
し
た
い
。
こ
れ
が
本
稿
の
副
課
題
で
あ
る
。

直
接
叉
は
間
接
に
消
費
の
目
的
と
な
る
と
こ
ろ
の
財
叉
は
用
役
は
、
生
産
又
は
存
在
の
根
源
か
ら
疲
し
て
流
通

の
過
程
を
経
て
そ
の
終
極
目
的
に
到
逹
す
る
。
此
の
財
又
は
用
役
の
流
通
に
酎
し
て
而
し
て
そ
れ
と
反
封
の
方
向

に
、
交
換
手
段
と
し
て
の
貨
幣
が
流
通
す
る
。
貨
幣
は
他
の
財
又
は
用
役
と
異
り
、
常
に
流
通
過
程
に
止
り
て
財

又
は
用
役
の
交
換
に
役
立
て
ら
れ
る
。
貨
幣
の
財
叉
は
用
役
と
の
交
換
に
役
立
ら
れ
る
頻
繁
度
が
貨
幣
の
流
通
速

度
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。
貨
幣
流
通
速
度
の
定
義
に
就
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
問
題
は
な
い
。
※

何
を
貨
幣
流
通
度
と
云
ふ
か
。

二
、
貨
幣
流
通
速
度
の
定
粒
及
算
定
の
方
法
‘

へ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
も
亦
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
．
併
し
な
が
ら
、

七
一
八

第

四

披

七
六

3)拙稿、均衡理論に於ける交換方程式に就Vて。本誌前披、
※ 貨幣流迎速度に類似するものに貨幣の能率と云はれるものがある。貨
幣の能率は、販賣商品穂拭を貨幣流通饉にて除したる商, (A. Sokoloff, 
Zwei Beitrage zur Theorie der Umlaufsgeschwindigkeit des Geldes, 
Archiv f. Sozialwissenschaft u. Sozialpolitik 1927 S. 149) あるひは
貨幣所得総額を貨幣流通最にて除したる商 (J.Marschak, Volksvermo-
gen u. Kassenbedarf, Archiv f. Sozialwissenschaft u. Sozialpolitik, 
1933 s. 390)である。貨常の能率に闊しては枇會を更めて考察しない。絃で
はこれと貨幣流通速度と混同すぺからざることを注意するにとゞめる。
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算
定
に
二
の
方
法
が
あ
る
。
第
一
、
貨
幣
の
箪
位
個
片
に
観
察
の
軍
心
を
置
き
、
そ
れ
が
所
布
者
を
替
へ
つ
し
財

又
は
用
役
の
交
換
に
役
立
て
ら
れ
る
頻
繁
度
を
算
定
す
る
は
そ
の
一
で
あ
る
。
貨
幣
流
通
速
度
は
一
定
期
間
に
於

い
て
貨
幣
箪
位
の
、a
•

財
と
交
換
せ
ら
れ
る
度
数
又
は
取
引
に
用
ひ
ら
れ
る
度
敷
、
b

・
支
彿
に
用
ひ
ら
れ
る
度
数

C

・
持
主
を
替
へ
る
度
数
、
d
．
購
入
餘
力
と
し
て
作
用
す
る
度
敷
、

第
二
、
貨
幣
箪
位
は
財
と
の
交
換
に
於
い
て
財
の
反
封
流
通
と

L
て
経
清
主
個
の
所
有
の
中
に
入
込
み
又
は
そ
れ

よ
り
出
る
。
此
の
経
惰
、
主
骰
に
観
察
の
菫
心
を
置
き
、
謂
ば
、
経
惰
主
開
の
門
戸
に
立
ち
て
個
々
の
貨
幣
箪
位
が
一

定
期
間
に
此
の
門
戸
を
通
過
す
る
頻
繁
度
を
貨
幣
流
通
速
度
と
す
る
は
そ
の
二
で
あ
る
3

貨
幣
流
通
速
度
を
以
つ

• 

て
、
（
一
）
主
骰
が
貨
幣
箪
位
を
そ
の
受
領
の
時
よ
り
支
出
の
時
ま
で
金
庫
中
に
留
め
る
時
間

(
R
u
h
e
z
e
i
t
)

の
逆

敷、

ui)支
彿
線
額
を
平
均
手
許
有
高
に
て
除
し
た
る
廊
、
(
-
―
-
）
祉
會
に
於
け
る
支
彿
線
額
を
流
通
貨
幣
請
に
て

10

吐
一

除
し
た
る
裔
、
（
四
）
主
個
の
支
出
線
額
を
貨
幣
所
得
線
額
に
て
除
し
た
る
商
、
と
す
る
は
此
の
方
法
を
採
る
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
等
尊
定
の
謡
方
法
を
叙
述
し
て
、
互
に
如
何
な
る
闘
係
に
立
つ
か
を
見
よ
う
。

第
一
の
方
法
に
局
す
る
も
の
は
概
念
的
差
異
こ
そ
あ
れ
、
質
質
に
於
い
て
あ
る
ひ
は
算
定
の
結
果
に
於
い
て
異

る
と
こ
ろ
は
な
い
。
貨
幣
個
片
に
着
目
す
る
と
こ
ろ
の
此
の
流
通
速
度
の
算
定
法
を
、
貨
幣
流
通
速
度
の
阿
韓
法

と
呼
ば
う
。
唯
、
貨
幣
箪
位
の
持
主
を
替
へ
る
度
敷
、

債
格
決
定
槻
楷
に
於
け
る
貨
幣
流
通
速
度

と
云
ふ
は
此
の
方
法
を
採
る
も
の
で
あ
る
。

叉
は
支
彿
に
用
ひ
ら
れ
る
度
数
を
流
通
速
度
と
す
る
見
方

第
一
―
―
巻

4) J. M. Keynes, A treatise on money, p. 17. 
J. Fisher, The equation of exchange 1896-1910. p. 1. 
ditto, The pじrchasingpower of money, p. 14. 
Hans Neiser, Der Tauschwert des GelJes 1928. S. 15. 
5) G. Cassel, Theoretische Soziali:ikonomie Aufl. 3. S. 402. 
Henry Hornbostel, La vitesse de circulation de la monnaie 1930. p. 38. 
6) Michel-A, Heilperin, Monnaie, credit et transfert, 1930, p. 24. 
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に
就
い
て
一
言
を
加
へ
る
必
要
が
あ
る
。
貨
幣
箪
位
が
そ
の
所
有
者
を
替
へ
る
こ
と
は
必
中
し
も
財
の
交
換
叉
は

取
引
の
み
に
由
来
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
の
外
に
拾
得
、
無
償
贈
典
、
強
奪
．
微
牧
な
ど
に
依
る
こ
と
も
あ
る
、

又
支
彿
に
は
財
の
交
換
又
は
取
引
に
基
く
と
こ
ろ
の
支
彿
の
ほ
か
に
、
別
の
原
因
に
基
く
も
の
が
含
ま
れ
得
る
。

年
金
の
支
彿
、
扶
養
料
の
支
彿
な
ど
。
こ
れ
ら
交
換
叉
は
取
引
以
外
の
事
由
に
基
き
貨
幣
箪
位
が
そ
の
所
有
者
を

替
へ
又
は
支
彿
に
用
ひ
ら
れ
る
度
敷
は
、
故
に
云
ふ
と
こ
ろ
の
貨
幣
流
通
速
度
の
中
に
は
算
へ
ち
る
べ
き
で
は
な

い
。
そ
れ
等
の
度
敷
は
財
の
交
換
に
直
接
の
闊
係
を
持
た
ナ
、
憤
格
の
決
定
に
闘
典
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ

等
の
も
の
を
除
き
、

財
と
の
交
換
に
基
き
て
起
る
主
個
の
愛
替
度
敷
、

結
果
に
於
い
て
同
一
で
あ
る
。

財
と
の
交
換
に
基
く
支
彿

(
P
a
y
m
e
n
t

for 
g
o
o
d
s
)

度
数
の
み
を
指
示
す
る
た
ら
ば
始
等
の
概
念
も
亦
、
同
様
に
同
轄
法
に
加
へ
ら
れ
、
他

5
概
念
と

祉
會
に
存
立
す
る
貨
幣
箪
位
個
片
を
a
b
c
:
．．．． 
に
て
示
し
、
そ
れ
等
個
片
が
交
換
に
用
ひ
ら
れ
る
度
敷
（
即

ち
伽
片
の
流
通
速
度
）

h
i
.
J
・
・
・
・
・
・
に
て
表
は
せ
ば
、
社
會
に
於
け
る
流
通
速
度
は
次
式
に
て
示
さ
れ
る
。

私
思
ふ
に
、
第
一
の
方
法
は
誤
り
で
は
決
し
て
な
い
。
し
か
し
た
が
ら
、
極
め
て
複
雑
な
る
交
換
闊
係
の
網
を

h
a
+
i
b
+
j
c
+
 

V
=
 
a
+
d
+
c
 

償
格
決
定
薇
樽
に
於
け
る
貨
幣
流
通
速
度

七
二

0
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8") Adolf Landry, Le lapidite de Ia circulation monetaire, Reuve d'e'co-
nomie politique XIX, 1905 p.155. 
9) Fisher, The purchasing power., p. 17. 
10) ditto, ditto p. 17. 
Cassel, Theoretische Sozialokonomie S. 402. 
11) R.H. Lounsbury, Volocity concept and prices, Quarterly J叩 rnalof
Economics, Vol. XLVI, 1931. p. 35. 
12) ditto, Volocity concept., p. 37. 
Fisher, The purchasing power., p. 362. 



寧
ろ
算
定
の
賓
際
方
法
が
重
要
な
る
問
題
で
あ
る
と
思
ふ
。
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第

四

鰊

七
九

縦
横
無
盤
に
流
通
す
る
貨
幣
個
片
の
各
が
夫
々
幾
度
づ
ヽ
交
換
に
用
ひ
ら
れ
る
か
を
算
定
す
る
こ
と
は
理
論
的
に

は
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、
賓
際
上
極
め
て
困
難
な
る
こ
と
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
そ
れ
は
恐
ら
く
、
個
々
の
貨

幣
個
片
の
行
方
に
追
酸
し
て
交
換
の
役
に
立
て
ら
れ
る
度
数
を
敷
取
り
す
る
よ
り
外
に
、
算
定
の
道
と
材
料
と
は

た
い
で
あ
ら
う
。
而
も
、
そ
れ
は
質
際
的
に
は
不
可
能
な
る
こ
と
に
腸
す
る
。
従
つ
て
、
此
の
方
法
は
理
論
的
に

何
等
の
非
難
の
碑
由
な
き
に
拘
は
ら
す
、
賓
際
的
算
定
に
道
を
欠
ぐ
が
故
に
、
そ
れ
だ
け
に
て
は
十
分
と
は
い
は

れ
得
な
い
で
あ
ら
う
。
貨
幣
流
通
速
度
の
算
定
は
理
論
的
に
は
極
め
て
簡
箪
で
あ
る
が
、
質
際
に
於
い
て
は
そ
れ

を
間
明
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
た
る
問
題
で
あ
る
e

貨
幣
流
通
速
度
に
闘
し
て
は
理
論
そ
の
も
の
よ
り
も
、

第
二
の
方
法
に
腸
す
る
も
の
4
う
ち
、
支
彿
概
念
を
含
む
も
の
は
、
前
述
の
理
由
に
よ
り
支
彿
を
財
の
交
換
の

た
め
の
そ
れ
の
み
に
限
定
す
べ
き
で
あ
る
。
而
し
て
、
そ
れ
ら
の
謡
定
義
を
主
張
す
る
者
も
亦
さ
う
で
あ
る
と
思

は
れ
る
。
是
に
風
す
る
諸
方
法
を
詳
細
に
吟
味
し
よ
う
。

（
一
）
、
貨
幣
流
通
速
度
を
滞
留
期
間
の
逆
敷
と
見
る
見
解
。
こ
れ
を
恨
り
に
流
通
速
度
の
滞
留
期
間
法
と
名
付

け
る
。
今
そ
の
主
張
者
の
一
人
ウ
イ
ク
ゼ
ル
の
例
に
依
り
て
叙
述
し
よ
う
。

北
國
の
海
都
市
に
あ
る
卸
商
は
穀
物
砂
糖
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
在
荷
を
一
年
に
一
度
年
首
に
輪
入
し
、
之
を
小
部

債
格
決
定
概
榊
に
於
け
る
貨
幣
流
通
速
賦

第

三

巻

13) Fisher, The purchasing power., p. 363. 
14) K. Wicksell, Vorlesungen, S. 68. 
15) Fisher, The purchasing power., p.あ3.
16) ditto, The purchasing power, p. 363. 
17) Wicksell, Vorlesungen., S. 70-71. 
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a-12
宛
を
受
取
る
が
故
に
、

分
宛
小
賣
商
に
賣
渡
す
。
彼
の
年
平
均
手
許
有
高
は
、
純
粋
現
金
経
滸
を
恨
定
す
る
限
り
、
年
寧
界
上
高
の
大
凡
牛

額
に
上
る
。
小
賣
商
は
彼
か
ら
そ
の
十
二
分
の
一
を
月
に
一
度
仕
入
れ
て
、
順
次
に
消
費
者
に
賓
渡
す
。
そ
の
現

金
手
許
有
高
は
極
大
額
は
仕
入
の
直
前
に
於
い
て
年
喪
上
高
の
十
二
分
の
一
だ
け
あ
れ
ば
よ
い
。
時
の
経
過
す
る

に
つ
れ
て
、
月
平
均
現
金
手
許
有
高
は
年
宰
以
上
高
の

1

誌
4

と
な
る
。
製
材
業
者
は
前
一
年
間
の
生
産
物
綽
載
を

翌
年
ヂ
目
に
船
積
輸
出
し
、
そ
の
代
金
を
直
に
受
取
り
、
征
週
努
働
者
に
賃
銀
を
支
彿
ふ
と
す
れ
ば
、
年
平
均
現
金

手
許
有
高
は
、
年
資
卜
高
の
大
凡
半
分
に
相
應
す
る
。
他
方
努
働
者
は
一
般
に
全
週
賃
銀
を
均
分
し
て
日
々
支
出

す
る
と
す
れ
ば
、
年
泊
費
額
に
比
し
て
極
め
て
小
額
の
平
均
手
許
行
高
を
持
つ
に
過
ぎ
ぬ
。
今
、
卸
商
と
製
材
業

者
と
が
互
に
訂
外
的
伯
樅
偵
務
を
完
全
に
相
殺
す
る
こ
と
を
得
る
と
す
れ
ば
、
各
貨
幣
個
片
は
年
に
四
度
そ
の
持

主
を
替
へ
、
従
つ
て
、
取
引
と
取
引
と
の
間
何
人
か
の
金
庫
に
平
均
四
分
の
一
年
在
中
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

際
流
通
し
て
ゐ
る
貨
幣
統
a
は
、
材
木
餘
出
線
額
、
賃
銀
練
額
、
商
品
輪
入
継
額
に
夫
々
等
し
い
。
更
し
て
、
輸

入
廂
品
は
一
一
度
買
は
れ
て
二
度
費
ら
れ
る
が
故
に
、
全
個
の
販
究
総
額
は
知
と
な
る
。

更
に
精
確
に
見
る
。
卸
商
の
貨
幣
手
許
行
高
は
期
首
に
於
い
て
商
品
輪
入
穂
額
を
支
彿
び
、
各
月
末
小
賓
商
よ

a
 

a
2
、

1
-
2
、

2
一
ー
…
・
:
1
1

年
平
均
手
許
行
高
は
、

一
年
各
月
の
手
許
布
高
は
、
夫
々
、
0
、

5-li
、

債
格
決
定
槻
楷
に
於
け
る
貨
幣
流
通
速
度

第

三

巻

七

第

四

臨

八
〇



年
平
均
、

ヰ
(
O
+
1
+
2
+
：・……
+
1
1
)
+
1
2
1
1

平
a

製
材
業
者
は
そ
の
商
品
を
期
首
に
於
い
て
背
掬
き
そ
の
代
金
を
同
時
に
受
取
り
、
毎
週
始
に
週
賃
銀

a-52
を

支
彿
ふ
が
故
に
、
第
一
週
第
二
週

．．．．．． 
の
夫
々
の
手
許
有
高
は
順
次
に

511
-52
、
501-62
、
:
．．．． 
la
-52
、
0
、
年
平

均
手
許
有
高
は
、
a
 

f
>
l
 

国
(
5
1
+
5
0
+
：・…・:＋
1
+
0
)
+
5
2
1
1
i
6
a

小
賣
裔
は
正
午
努
働
者
よ
り
そ
の
一
月
の
賃
銀

a
-12
の
1-80
宛
を
受
取
る
が
故
に
、
日
々
の
平
均
手
許
有
高

は

順

次

に

、

臣

記

店

罫

・

・

・

・

・

；

蒻

年

平

均

、

咎
(
O
.
5
+
1
.
5
+••••••••• 

＋
2
9
.
5
)
+
.
3
0
1
1
T
岬
a.

努
働
者
は
週
始
め
に
週
賃
銀
を
受
取
り
、
之
を
日
々
均
分
し
て
正
午
に
支
出
す
る
が
故
に
、
週
各
日
の
手
許
有

6.5 a
 

5.5a 

4.5a 

0.5a 

5
-
2
x
7
'

劉己ー
9

ぼ
i
9

ふ

B
6
i
9

高
は
、

a
 

a
 
104・ 

(
6
.
5
+
5
.
5
+
:…
 

．．．． 
＋
0.5)
＋
7
1
1
 

器
x
7

か
く
し
て
凡
て
の
個
人
の
手
許
有
高
の
組
計
は

此
a

＋距
a

＋叶
a

＋卸
I
I
P

債
樟
決
定
懺
構
に
於
け
る
貨
幣
流
通
速
度

筆

1=―
鬱

七
ニ
―
ユ

鯵

四

馘
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一



5
宮

＋

2
5
2
薩

＋

官

＋

言

1
1
1
弁

債
格
決
定
栂
構
に
於
け
る
貨
幣
流
通
速
度

滞
留
期
間
は
卸
商
に
就
い
て
月
末
に
順
次
に
牧
納
さ
れ
る
貨
幣
額

a_12
は
夫
々

11
、
10
、
9...•.. 

1
0
ヶ
月

a
額
の
平
均
滞
留
期
間
は

H
 

1
 

(
1
1
+
1
0
+
 
••••••••• 

＋
0
)
+
1
2
1
1
5
|
|／ 
2
 

製
材
業
者
に
就
い
て
は
毎
週
始
支
挑
ふ
週
賃
銀
額
a
/
5
2は
順
次
に
夫
0々

、

1

、

2
:

…

•
•
•
•
5
1

週
間
滞
留
す

る
。
平
均
、

小
賣
商
に
就
い
て
は
鉦
日
の
受
取
額
a
/
3
6
0

は
順
次
に
叩
、
釦
…
…
邸
、

0
、

H
 

1
 

1
 

(29.5+28.5+

:
··:·:+0.5)--¾'IIII 

3
0
 

2
 

努
働
者
に
於
い
て
は
同
様
に
し
て

臨

1
 

1
 

．
 

2
 

7
 

(
O
.
5
+
]
.
5
+
…
…
…
＋
6
.
5
)
.
-・

全
開
の
滞
留
期
間
は

造

1
 

(
O
+
1
+
 ．．．．．．．．． 
+
5
1
)
➔

,
5
2
1
1
2
5

ー
ー2
 

滞
留
す
る
。
従
っ
て
、

第

三

巻

日
滞
留
す
る
が
故
に
、
平
均

従
つ
て
、
平
均
滞
留
期
間
は

1
-
4
年
、
貨
幣
流
通
速
度
は
平
均
滞
留
期
間
の
逆
数 七

二
四

第

四

輩

八



支
彿
ふ
。

七
二
五

第

四

琥

、、私
思
ふ
に
、

ウ
イ
ク
ゼ
ル
の
示
し
た
る
例
に
於
い
て
、
結
果
は
根
本
的
に
誤
つ
て
は
ゐ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら

め
て
複
雑
な
る
が
故
に
、
條
件
を
出
来
る
だ
け
簡
箪
に
せ
ん
が
た
め
で
あ
る
。
私
も
、

述
を
進
め
た
い
と
思
ふ
。

以
下
此
の
仮
定
の
下
に
論

A
、
卸
商
は
凡
て
の
商
品
の
一
年
間
に
取
扱
ふ
夫
々
の
線
翡
を
一
時
に
而
し
て
期
首
に
買
入
れ
る
。

B
、
小
賣
商
は
毎
月
始
凡
て
の
商
品
種
の
年
販
賣
拇
の
十
二
分
の
一
を
一
回
一
纏
め
に
仕
入
れ
、
代
金
は
商
品

賣
留
金
を
以
つ
て
月
末
に
支
彿
ふ
。

,C
、
努
働
者
は
週
賃
銀
を
週
始
め
に
受
取
り
、

債
格
決
定
栂
楷
に
於
け
る
貨
幣
流
荊
速
度

特
殊
的
に
は
次
の
椴
定
が
典
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

そ
れ
を
均
分
し
て
日
々
規
則
正
し
く
支
出
す
る
。

第

三

巻

I、

D
、
製
材
業
者
は
前
期
の
生
産
物
を
累
稜
し
て
嘗
期
首
に
一
纏
め
に
販
賣
し
、
努
働
者
に
週
賃
銀
を
週
始
め
に

そ
れ
に
は
多
く
の
仮
定
が
典
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

一
般
的
に
は
現
金
経
溝
が
仮
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
事
象
極

と
な
る
。

吋....I .... 

II 

止



今、

し
た
い
。

鯉
済
期
間
中
の
小
期
間
に
閥
す
る
。
従
っ
て
、
二
者
別
で
あ
る
。

償
格
決
定
檎
構
に
於
け
る
貨
幣
流
通
速
度

第
一
一
一
巻

か
L
る
條
件
を
典
へ
た
る
が
故
に
、
ウ
イ
ク
ゼ
ル
の
算
定
は
極
め
て
容
易
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
＼
る
條
件
は

註
ニ

現
賞
に
も
亦
理
想
型
た
る
静
態
に
も
あ
て
は
ま
ら
ぬ
。
先
づ
貨
幣
分
散
の
問
題
の
に
於
い
て
支
出
期
（
財
購
入
期

と
等
し
い
）
は
主
開
の
任
意
に
決
定
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
か
＼
る
規
則
性
は
な
い
。
貨
幣
支
出
額
に
就
い
て

も
亦
同
様
に
規
則
性
は
乏
し
い
。
唯
賃
銀
の
支
出
期
及
支
出
額
に
就
い
て
僅
に
規
則
性
が
認
め
ら
れ
る
だ
け
で
あ

る
。
尚
ウ
イ
ク
ゼ
ル
は
一
牧
納
期
に
牧
納
さ
れ
た
る
貨
幣
額
は
次
の
そ
れ
ま
で
に
規
則
正
し
く
支
出
し
盛
さ
れ
る

こ
と
を
仮
定
し
て
ゐ
る
が
、
か
L
る
恨
定
を
許
す
理
由
は
何
虐
に
も
た
い
。
な
る
ほ
ど
｀
静
態
の
前
提
と
し
て
、

一
鯉
済
期
間
に
於
け
る
各
主
開
の
貨
幣
牧
納
額
は
貨
幣
支
出
額
に
等
し
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
前
提
が
か

の
俵
定
を
許
す
か
に
思
は
れ
る
。
し
か
し
た
が
ら
、
此
の
前
提
は

一
経
演
期
間
全
開
に
闊
す
る
。
彼
の
仮
定
は
一

私
は
ウ
ィ
ク
ゼ
ル
の
算
定
の
運
ば
れ
た
仮
定
を
取
り
除
い
て
、

一
般
的
に
平
均
滞
留
期
間
算
定
の
表
式
を
記
述

一
経
渭
期
間
T
即
、
其
の
前
期
末
時
黙

To
よ
り
常
期
末
時
黙
Tn
ま
で
を
、
時
黙

Tlt:・
…
孟
個
に
依
り
て

T
 

等
分
す
る
。
而
し
て
、
そ
の
諏
間
が
一
般
的
に
取
引
に
行
は
れ
る
時
間
皐
位
と
な
る
や
う
に
。
主
罰
ー
に
就
い
て
前

期
よ
り
の
持
越
貨
幣
額
を

ro
と
す
る
。
（
静
態
に
て
は
消
費
者
に
は
零
で
あ
り
、
企
業
者
に
は
貨
幣
資
本
額
で
あ
る
）

七
二
六

第

四

聾

八
四



“
噸
a
ヽ
り
•
,
3

・

）

<．
‘ 

債
格
決
定
讐
構
に
於
け
る
貨
幣
涜
通
速
度

を
認
め
ざ
る
限
り
、
此
の
仕
方
に
依
り
て
滞
留
期
間
を
算
定
す
る
よ
り
他
に
道
は
な
い
。

持
越
金

rO
、
牧
納
貨
幣
額
e
l
5••.... 

en
、

而
し
て
、
此
の
算
定
方
法
を
何
故
に
取
る
か
の
理
由
は
か
う
で
あ
る
。

第
1
1

一
春
七
二
七

夫
々
の
支
出
時
黙
よ
り
期
末
ま
で
の
期
間
は
、
夫
々
次
の
通
り
で
あ
る
。

第

四

蒙

の
夫
々
の
牧
納
時
貼
よ
り
期
末
Tn
ま
で
の
期
間
、

八
布

5
5
:
 ．．．
 

an
の

一
定
時
黙

5
に
於
い
て

ak
を
支
出
す
る
に

aI 

ro 

e1 

e2 .. ·······..........

,••••
…
·:e

n 

82・・・.....‘・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
8n 

貨
幣
額
el
が
時
黙

Ti
に
牧
納
さ
れ
て
、

el
は
Tl
よ
り
Tn
に
到
る
期
間
t
n
1
i
+
1

よ
り
、

Tk
よ
り

Tll
に
到
る
期
間
tn-k・t-1

を
差
引
け
る
差
は
、
此
の
貨
幣
額

が
主
開
ー
に
滞
留
す
る
期
間
で
あ
る
。
此
闘
係
は
貨
幣
額
の
牧
納
と
支
出
と
が
如
何
に
錯
雑
す
る
と
も
愛
ら
な
い
。

あ
た
り
、

Tk
に
於
け
る
手
許
貨
幣
額
は
異
り
た
る
時
黙
に
牧
納
さ
れ
た
個
片
に
依
つ
て
構
成
せ
ら
れ
得
る
。
而
し

て
そ
れ
等
個
片
に
固
有
な
る
牧
納
期
を
辮
別
す
る
標
識
は
全
然
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ウ
イ
ク
ゼ
ル
の
立
て
た
前
提

T
o
 

T1 

T
i
t
:
 ．．．． 
に
て
萱
さ
れ
る
顎
間
に
於
け
る
貨
幣
牧
納
額
を
夫
e々
l
a
.…

•
e
nと
し
、
貨
幣
支
出
額
を
a
；
的
．．．
．．．
 

an 

T
2
 
••.• 
；
 ．．．
．．．
 

…
…
…
…
 ．．．．．． 
TI-

と
す
る
。
之
を
表
示
す
れ
ば
、

Tk
時
黙
に
於
い
て
支
出
さ
れ
る
な
ら
ば
、

ak
と
ei
と
は
等
し
い
。
而
し
て

(

2

)

 



T111 

債
格
決
定
機
構
に
於
け
る
貨
幣
流
通
速
度

従
つ
て
、
持
越
額
及
牧
納
額
の
夫
々
の
期
末
ま
で
の
延
貨
幣
額
は

第

三

巻

g
+
e
1n
+
e
2
(
nー

1
)
＋
…
・:・:
・:
+
e
1
1
-
1C
nー

n
+
2
)
＋
e
n
(
nー

・n
＋
1
)

各
支
出
額
に
就
い
て
同
様
の
延
貨
幣
額

a1 n
+
a
2
(
n
ー

1
)＋
・
・
・
・
・
・
・
・
・
；
：

•
•
•
…

+
a
n
1
1
(
n

ー

n
+
2
)＋
a
n
(
n
-
n
+
1
)

叉
、
主
開
ー
に
於
け
る
牧
納
貨
幣
綿
額
は

e
1
+
e2十
：
：
．．．．．．．．．．．．．． 
…
…
…
・
：
+
e
n
1
1
1
S
 e1 

i111 

従
つ
て
、
主
開
ー
に
於
け
る
の
平
均
滞
留
期
間
は
次
式
に
依
り
て
示
さ
れ
る
。

1rn十
ピ
1
e
i
(
n
|
i
+
1
)
ー

い

1ai(n
ー

i
+
1
)

し
1ei

T
n
ー

T
n
1
1
0

T
n
ー

T
3
1
1
(
nー

2
)

T
n
ー

T
2
1
1
(
nー

1
)

T
n
 -
T
1
"
＂
n
 

T
n
ー

T
o
・
=
n
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T
 

く

1
1
7
1

ー

ピ
'
.
f
l●
.iei

ー

：
t
t
j
e
i
 

r
"
 

―― 

し
1e
t
+
I
2
e
1
+
：
・…
…
十
い
、
o
e
i
l
l
l
2
2
7
j
e
i

T
5
11 
ern+..rc e
e
;
|
e
a
;
)
 
(
nー

i
+
1
)

レ
'eei

_
 
1r,,n
＋
文
（
leiー

1ai)

(
nー

i
+
1
)

し
lei

同
様
に
し
て
、

キ
骰
IIIII:・
…
0
に
就
い
て
そ
の
個
人
的
滞
留
期
間

C
g••••• 

％
は
夫
々
。

社
會
に
於
け
る
線
牧
納
額
は
、

そ
の
平
均
的
滞
留
期
間

r
は、

迄
l
e
i
+
g
22e
i
+
：・…
・:+-rel,'oei

t
-
1
e
i
+
し
}ei
十
：
・
・
・
・・・・十しご

oei

社
會
に
於
け
る
流
通
速
度
＞
は
次
式
に
依
り
て
示
さ
れ
る
。

償
格
決
定
機
栴
に
於
け
る
貨
幣
流
通
速
度

9
2
1
1
 
2r,,n
＋
に
（
ぃe
i
1
2
a
1
)
(
nー

i
+
1
)

し
e1

第

三

巻

第

四

競
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(
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(
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V
1
 
R
1
'
 

V
1
1
 

(

6

)

 

幣
支
出
線
額
及
平
均
手
許
有
高
を
夫
々
、A
lふ
•
…•
•
A
e
R
I
氏
・
・:
•
•
R
e
と
す
る
。
主
開
I
I
I
:
．．．． 
に
於
け
る
流

よ
う
。

.e. 

く

く

,＇▲ 

ど
e
0
n
+
レ
ーレ
(jeiー

jai)
(
n
-
i
+
1
)
 

1
↓
 

滞
留
期
間
法
に
依
け
る
流
通
速
度
＞
の
算
定
は
今
ま
で
述
べ
た
る
如
く
、
極
め
て
煩
雑
な
る
嫁
が
あ
る
と
云
ヘ

（
二
）
、
主
個
の
支
出
線
額
を
七
の
平
均
手
許
有
高
に
て
除
し
た
る
商
を
流
通
速
度
と
す
る
見
解
。
此
の
方
法
を

仮
り
に
流
通
速
度
の
疫
高
法
と
呼
ば
う
。

け
る
流
通
速
度
Vl
と
す
る
。

一
経
齊
期
間
に
於
け
る
主
骰
I
の
貨
幣
支
出
線
額
を
そ
の
平
均
手
許
有
高
に
て
除
し
た
る
商
を
主
骰
ー
に
於

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ア
に
依
れ
ば
凡
て
の
主
開
に
於
け
る
流
通
速
度
の
夫
々
の
貨
幣
支
出
綿

額
を
重
み
と
す
る
加
重
算
術
平
均
が
、
耽
會
に
於
け
る
流
通
速
度
＞
で
あ
る
。
主
骰
IIIIII•••••• 

0
に
於
け
る
貨

通
速
度
は
夫
々
、

A
e
 

1

.; ．．．．．．．．．．． 
＂
V
o
1
l

|

 

A
2
 

V
2
 
ー

R

2

'

R

e

II 

ピ
ピ
iel

t
.ギjレ
~
e
i

V
 -

T
 

更
に
精
密
に
示
せ
ば
、

債
格
決
定
欄
構
に
於
け
る
貨
幣
流
通
遁
庶

俸

三

警

鯵

四

懺

(
5、
)
．
 

八
八

18) Lounsbury, Velocity., p. 3.5. 
19) Fisher, The purchasing power, p. 360. 



債
格
決
定
榛
構
に
於
け
る
貨
幣
流
通
速
度

r2
+
e
s
|
a
3
1
1
r
3
 

r1 
+
 C2
,-
3
2
"
"
r
2
 

従
つ
て
、
社
會
に
於
け
る
流
通
速
度
は
、

V
1R
1
+
V
2
R
2十
；

．．．
．．
．．
 
＋
V
o
R
o
 

ー

R

ユ'
R
2
十

．．．．．．．．． 
＋
R
a
 

＜
 

~
R
1
+
A
i

ぞ
＋

．．．．．．．．．．．． 
＋
心
戸
R
l

R
1
 

R
2
 

R
1
+
R
2十
•
•
…
…

·
·
:
+
R
r
J

A
1
+
A
2
十

．．．．．．．．．．．．．．． +
A~ 

ー

R
1
+
R
2十
…
•
•
•ヽ
・
・
・
・
・
十
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棧
高
法
に
依
る
流
通
速
度
の
算
定
は
滞
留
期
間
法
に
依
る
算
定
よ
り
も
比
較
的
容
易
で
あ
る
。
而
し
て
、
夫
等

は
如
何
た
る
闘
係
に
立
つ
か
。
吟
味
す
る
為
に
闘
係
⑫
に
立
蹄
ら
う
。
主
罷
1
を
先
づ
見
る
。
そ
の
結
出
支
額
は

各
慨
間
の
終
T
l
5•••••• 

Tll
に
於
け
る
手
許
有
高
は
夫
々
、

ro 
-
l
'
e
1
|
a
1
"
＂
r1 

A
1
1
1

ビ
la!

ll'.l) 
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20)本式は Fishher,"The purchasing power" p. 361 に於ける力程式
(2)に等しいo唯符猿を替へたのみ。

21)本式は同様方程式 (1)に於ける中段の方程式に等しい。
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夫
々
の
主
個
に
於
け
る
流
通
速
度
は
、
方
程
式
(

8

)

及
(
1
0
)

よ
り

芯
lai
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長
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ピ
2ai

V

2

1

1

r

 

........ 

Y
 .

.

 

ピ
2ri
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eri

社
會
に
於
る
流
通
速
度
は
、

<
1
し｝
l
a
i
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<
2
し
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a
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呈
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+し
.ori

ヤi
十ヒぎ＋・・・・・・・・・…

ー

T
ピ
ピ
jai

.r. 

く

く

~
贔

r
`

本
式
は
方
程
式

eと
全
く
等
し
い
筈
で
あ
る
。

同
様
に
し
て
主
閤
lIIII•..•.. 

0
の
平
均
手
許
有
高
は

従
つ
て
、
王
閤
ー
に
於
け
る
平
均
手
許
有
高
は

ー
し
区
ー
1
↓
 

R
l
_
 

r
n
,
1
ー̀

I-

e
n
1
a
n
"
"
r
n
 

(11) 

(
1
0、
)
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か
4
る
こ
と
が
順
次
に
繰
返
へ
さ
れ
て
、
方
程
式
四
は
次
式
に
分
解
さ
れ
る
。

2
 

n
 
レ
ti11ron・
十
し
．
（

e1ー

ai)
＋
t
.（
qー
a1)
＋
…
；
・
・
・
；
・
・
十
K.（
e
1ー

a
i
)

方
程
式
⑪
に
各
七
開
に
闊
す
る
方
程
式
⑬
を
代
入
す
る
。

T

X

いせ
ai9-

し
-
J
r
o
n
+
し『-レ
(
J
e一
ー

J
a
l
)
(
n
ー

i
+
1
)

V
=
 

あ
る
。 更

に
考
察
の
歩
を
進
め
る
。
主
開
ー
に
於
け
る
平
均
手
許
有
高
を
示
す
式
⑩
に
於
て
、
そ
の
分
子
は
数
式
⑨
の

右
邊
項
の
総
計
で
あ
る
。
従
つ
て
、
そ
れ
は
亦
左
邊
項
の
線
計
と
必
然
的
に
相
等
し
い
。
即
ち
、

と
r
1
1
1
r
o

＋

し
r1
＋

と
(
e
i
|
a
1
)

(
1
2
)
 

n
1
1
 

本
式
の
右
邊
中
項
し
r
iは
敷
式
⑨
に
於
け
る
最
後
の
一
式
を
除
け
る
〗
個
の
数
式
の
右
邊
項
の
綿
和
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
又
そ
れ
等
の
数
式
の
左
邊
項
の
綿
和
に
等
し
い
。
従
つ
て
、

l
l
-
[
 

IIー

2

n
1
l

.
 

ビ
r1・

=
 
r
o
+

ヒ
'r1

＋
レ
'
(
e
i
|
a
1
)

n
1
2
 

本
式
に
就
い
て
も
、
そ
の
右
邊
中
項
ヒ
r
i
は
敷
式
⑨
に
於
け
る
最
後
の
二
頂
を
除
〗
個
の
数
式
の
綿
和
で

i
i
g
+
(
e
1
|
a
1
)
n
+
（

e
2
-
a2)
(
nー

1
)
＋
…
......... ＋
(
e
nー

a
n
)
C
n
|
n
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1
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I
l
l
r
ら
＋
レ
．
（
C
tー

a
t
)
(
n
-
i
+
1
)

債
格
決
定
費
榊
に
於
け
る
貨
帯
流
通
速
度

第
一
二
巻
七
二
九
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四
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(
1
4
)
 

(
1
3
)
 



螢
む
。

い．い
・
J
e
i
1
1
2
后
jai

債
格
決
定
被
構
に
於
け
る
貨
幣
流
通
速
度

い、
2
、jel

第

一1
一
巻

(
1
7
)
 

既
に
述
べ
た
る
如
く
、
因
敷
⑮
は
凡
て
の
主
個
の
貨
幣
牧
納
結
額
の
総
計
で
あ
り
、
因
数
⑮
は
同
様
の
支
出
線
額

の
綿
計
で
あ
る
。
静
態
の
前
提
と
し
て
、
期
首
に
は
津
費
者
は
貨
幣
を
所
有
せ
す
、
企
業
者
は
一
定
の
貨
幣
資
本

を
所
有
す
る
。
消
費
者
は
そ
の
所
持
す
る
財
を
賣
り
て
貨
幣
を
獲
得
し
、
之
を
以
つ
て
消
費
目
的
を
得
て
生
活
を

し
か
L
な
が
ら
、
貯
蓄
を
な
さ
ゞ
る
と
同
時
に
消
費
の

L
す
ぎ
を
な
さ
ゞ
る
が
故
に
、
消
費
者
は
一
経
清

期
間
中
に
牧
納
せ
る
貨
幣
額
を
そ
の
期
間
中
に
支
出
し
盛
し
、
期
末
に
は
貨
幣
を
所
有
せ
ざ
る
朕
態
に
復
師
す
る
。

企
業
者
は
期
首
に
一
定
の
貨
幣
資
本
を
所
有
し
之
を
以
て
生
産
財
を
買
入
れ
て
、
生
産
物
を
生
産
し
て
、
之
を
貨

幣
と
交
換
す
る
。
か
し
る
過
程
を
繰
返
し
て
期
末
に
到
り
て
期
首
に
持
越
し
た
る
と
等
額
の
貨
幣
資
本
を
所
持
し

て
ゐ
る
筈
で
あ
る
。
然
ら
ざ
れ
ば
、
箪
純
再
生
産
は
行
は
れ
な
い
。
従
っ
て
、
凡
て
の
主
閤
に
於
い
て
、
夫
々
支

出
綿
額
は
牧
納
紬
額
に
等
し
い
。
か
く
し
て
次
式
が
成
立
す
る
。

.a 

<／． 

t
1
J
 l 

が
含
ま
れ
、
前
者
に
は
同
様
に
次
の
因
数
が
含
ま
れ
る
。

，
ー
・

本
式
を
方
程
式
ぽ
と
比
較
ず
る
に
、
後
者
に
は
分
千
に
因
数

(16) 

(
1
5
)
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債
格
決
定
機
構
に
於
け
る
貨
幣
流
通
速
度

従
つ
て
、
方
程
式
⑱
は
⑦
と
全
く
等
し
い
。
流
通
最
法
は
残
高
法
の
一
形
態
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

以
上
、
―
―
一
法
、
滞
留
期
間
法
、
残
高
法
、
流
通
最
法
は
共
に
同
一
の
結
果
を
持
つ
こ
と
を
證
明
し
た
。

M
 =
 R1
+
R
2
十
…
…
•
•
•
…
+
R
n

出

従
つ
て
、
方
程
式
ぽ
と
と
は
全
く
相
等
し
い
。
然
る
が
故
に
滞
留
期
間
法
に
依
る
貨
幣
流
通
速
度
の
値
と
、
残

ǹ 

吐一
i
-

高
法
に
依
る
そ
れ
と
は
全
く
相
等
L
い。

（
三
）
祉
會
に
於
る
支
出
線
額
を
流
通
貨
幣
敷
簸
に
て
除
し
た
る
商
を
流
通
速
度
と
見
る
見
解
の
あ
る
こ
と
は
紙

に
述
べ
た
。
恨
り
に
こ
れ
を
流
通
訛
法
と
呼
ば
う
。
例
へ
ば
、
カ
ッ
セ
ル
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ア
に
於
け
る
如
く
。
流

通
貨
幣
董
を
M
と
L
、
支
出
線
額
を
し
・
レ
'
j
a
l

と
す
れ
ば
、
貨
幣
流
通
速
度
は
次
の
通
り
で
あ
る
0

、
•
V

ー

ト

●

.iai

(
1
8
)
 

M
 

く

ー

し
か
し
た
が
ら
、
此
の
見
解
ぶ
亦
前
二
者
と
何
等
異
る
こ
と
は
な
い
。
蓋
し
、
既
に
述
べ
た
る
如
く
、
均
衡
に
於
い

て
は
、
消
費
者
は
節
約
を
行
は
な
い
、
企
業
者
は
利
潤
を
持
た
ぬ
。
従
つ
て
、
現
金
経
演
を
恨
定
す
る
今
の
場
合

に
あ
り
て
は
、
手
許
有
高
は
消
費
者
に
於
い
て
は
賞
該
期
間
中
に
何
時
か
は
支
出
さ
る
べ
き
運
命
に
あ
る
、
企
業

た
も
の
で
あ
る
。
従
つ
て
、

者
に
就
い
て
は
同
様
に
支
出
さ
る
べ
き
運
命
に
あ
る
か
、
或
は
一
度
支
出
さ
れ
し
も
の
L
も
と
の
地
位
へ
復
錨
し

凡
て
の
個
人
の
平
均
手
許
有
高
の
総
計
は
流
通
貨
幣
線
最
に
等
し
い
。
即
ち
、

第
一
1

一
巻

七――――

第

四

裁

九
(
1
9
)
 

22) Cassel, Theoretische Sozialokonomie. S. 402. 
23) Fisher, The purchasing power, pp. 360-361. 
24) Fisher, The purchasing power, p. 309. 



と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
か
も
、
前
述
の
理
由
に
依
り
て
、

1

度
牧
納
さ
れ
た
貨
幣
は
少
く
と
も
一
度
支
出
さ
れ
ね
ば

貨
幣
が
交
換
手
段
と
し
て
浅
餘
の
財
と
異
る
所
以
は
常
に
流
通
過
程
に
あ
っ
て
、

鐵

三

巻

七＝三

面
四
）
、
鼠
位
時
間
に
於
け
る
個
人
の
貨
幣
支
出
線
額
を
そ
の
貨
幣
所
得
線
額
に
て
除
し
た
る
商
を
流
通
速
度
と

5
 

す
る
見
解
。
之
は
支
出
率
法
と
名
付
け
ら
れ
る
。
其
の
主
張
者
ラ
ウ
ン
ス
ベ
リ
イ
に
依
れ
ば
か
う
で
あ
る
。
今
箪

位
時
間
（
例
へ
ば
一
月
）
に
於
け
る
所
得
の
線
額
を
一

0
0、
0
0
0弗
と
し
ょ
う
。
最
初
の
月
は
そ
の
所
得
を
全

部
費
消
す
る
と
す
れ
ば
流
通
速
度
は
、

九
0
、
0
0
0
を
費
消
し
、

1
0、
0
0
0を
貯
蓄
す
る
た
ら
ば
、
流
通
速
度
は

9
/
1
.
0

で
あ
る
。
次
の
月
所
得

九
0
、
0
0
0
0
と
前
月
の
貯
蓄
を
合
せ
て
一

0
、
0
0
0を
支
出
す
る
た
ら
ば
、

V
は

9il0
で
あ
る
。

し
か
し
、
私
は
此
の
見
解
は
誤
り
で
あ
る
と
思
ふ
。
理
由
其
の
一
、
此
の
算
出
法
に
て
は
企
業
者
に
於
け
る
貨

幣
流
通
が
無
謁
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
を
不
問
に
附
す
と
し
て
も
、
理
由
共
の
二
、

に
於
い
て
は
所
得
の
総
額
は
支
出
綿
額
に
等
し
く
、
企
業
者
に
就
い
て
は
利
潤
は
な
い
か
ら
貨
幣
牧
納
額
は
支
出

る
か
に
見
へ
る
。
し
か
し
た
が
ら
、
そ
の
加
貫
平
均
値
は
常
に
一
で
あ
る
。

一
経
溝
期
間
に
於
い
て
消
費
者

額
に
等
し
い
。
従
つ
て
、
凡
て
の
個
人
に
就
い
て
貨
幣
所
得
（
又
は
牧
納
額
）
は
貨
幣
支
出
綿
額
に
等
し
い
。
従

つ
て
、
雨
者
の
比
は
必
然
的
に
一
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
ラ
ウ
ン
ス
ベ
リ
イ
の
例
に
て
は
各
月
の
流
通
速
度
は
異

一
個
人
に
止
る
べ
き
で
な
い

25) Lounsbury, Velocity., p.必．
公） ditto,ditto, pp. 59-61. 

1
B
Uる
＋

18Ag111
と
な
る
。
次
の
日
に
は
同
じ
所
得
練
額
の
中
、

債
格
決
定
鑽
鬱
に
於
け
る
貨
幣
洟
通
這
度

第

四

識
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四



償
格
決
定
糠
構
に
於
け
る
貨
幣
流
羅
速
崖

た
ら
ぬ
。
あ
る
ひ
は
一
度
支
出
さ
れ
た
も
の
は
少
く
も
一
度
は
復
鰭
せ
ね
ば
た
ら
ぬ
。
従
つ
て
、
貨
幣
の
流
通
速

陵
（
個
人
に
於
け
る
）
は
少
く
も
二
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
も
小
た
る
値
を
取
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は

明
か
に
ラ
ウ
ン
ス
ベ
リ
イ
の
算
定
法
の
談
り
な
る
こ
と
を
證
明
す
る
も
の
と
思
は
れ
る
。

G
 

私
は
か
つ
て
流
油
速
度
を
次
の
如
く
算
定
す
る
と
し
た
。
即
ち
、

成
す
る
凡
て
の
個
片
が
支
出
し
盛
さ
れ
る
に
至
る
ま
で
の
時
間
を
t
と
す
る
な
ら
ば
、

桐
の

e
額
の
流
通
速
度
は
二
で
あ
る
。
従
つ
て
｀

一
経
渭
期
間
を
t
に
て
除
し
た
る
商
を
n
と
す
る
た
ら
ば
、
此

の
主
罷
に
於
け
る

e
額
の
流
通
速
度
は
加
で
あ
る
。

鱗
1

⇒
轡

七

n1l=

此
の
見
解
は
そ
の
際
仮
定
し
た
條
件
の
下
に
て
は
根
本
に
於
い
て
滞
留
期
間
法
と
一
致
す
る
。
私
は
此
の
見
解

が
理
論
的
に
談
れ
る
と
は
思
は
ぬ
。
併
し
な
が
ら
、
此
の
見
解
は
次
の
困
難
を
持
つ
こ
と
を
佃
っ
た
。
即
ち
、
私

は
一
定
時
獣
に
牧
納
さ
れ
た
貨
幣
額

e
は
次
の
一
定
期
間
後
に
来
る
牧
納
期
ま
で
に

T
度
而
し
て
残
り
な
く
消
費

し
盛
さ
れ
る
と
仮
定
し
た
。
此
の
仮
定
の
下
に
於
い
て
は
私
の
論
述
は
何
等
の
困
難
を
持
た
ぬ
。
し
か
し
、
既
に

述
べ
た
る
如
く
、
此
の
恨
定
は
許
さ
れ
た
い
。
事
柄
は
一
暦
複
雑
で
あ
る
。

あ
る
貨
幣
額
は
異
り
た
る
時
貼
に
牧
納
さ
れ
た
個
片
で
構
成
さ
れ
得
る
。

鱗

四

麟

九

五

t
時
間
に
於
け
る
此
の
主

一
定
時
黙
に
於
い
て
個
人
の
手
許
に

一
牧
納
期
と
次
の
牧
納
期
と
の
間
と
、

前
者
に
於
い
て
牧
納
さ
れ
た
額
と
等
し
い
だ
け
の
支
出
額
累
計
が
丁
度
な
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
と
は
、
互
に
喰
ひ

一
定
の
貨
幣
額
e
が
牧
納
さ
れ
て
、
之
を
構

27)拙稿一般均衡理論に於ける方程式の取扱に就いて。本誌前賦、 145頁。



此
の
問
題
に
封
し
て
二
の
見
解
が
流
布
し
て
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。

債
格
決
定
概
構
に
於
け
る
貨
幣
流
通
速
度

違
ひ
得
る
。
か
L
る
場
合
に
は
私
の
論
述
は
意
味
を
失
ふ
で
あ
ら
う
。
私
の
論
述
は
特
殊
の
仮
定
の
下
に
於
い
て

三
、
貨
幣
流
通
速
度
は
債
格
決
定
の
能
動
的
要
因
な
ら
ず

さ
て
、
貨
幣
流
通
速
度
は
同
一
の
貨
幣
箪
位
個
片
が
財
と
の
交
換
に
使
用
さ
れ
る
度
数
の
平
均
値
で
あ
る
。
そ

れ
は
社
會
的
滞
留
期
間
の
逆
敷
、
凡
て
の
、
主
競
の
支
出
綿
額
の
綿
計
を
平
均
手
許
有
高
の
練
計
に
て
除
し
た
る
商

叉
は
社
會
に
於
け
る
支
出
穂
計
を
流
通
貨
幣
簸
に
て
除
し
た
る
商
で
あ
り
、
，
而
も
、
そ
れ
等
は
結
果
に
於
い
て
原

理
的
に
等
し
い
こ
と
を
證
明
し
た
。

次
に
第
二
の
課
題
に
移
ら
う
。

定
の
方
程
式
組
織
に
於
い
て
憤
格
決
定
の
能
動
的
要
因
と
し
て
、
而
し
て
、
未
知
敷
と
し
て
取
扱
は
る
べ
き
か
。

一
は
貨
幣
流
通
速
度
は
債
格
決
定
の
能
動

的
要
因
で
あ
る
。
而
し
て
、
夫
故
に

r記
方
程
式
組
織
に
於
い
て
未
知
数
と
し
て
取
扱
は
る
べ
き
で
あ
る
と
の
見

解
。
そ
の
二
の
見
解
は
か
う
で
あ
る
。
貨
幣
流
通
は
そ
れ
だ
け
で
は
存
在
す
る
こ
と
は
出
来
ぬ
。
同
時
に
而
し
て

反
鉗
の
方
向
に
必
す
、
財
の
流
通
を
伴
ふ
。
か
く
て
、
貨
幣
の
流
通
速
度
の
大
と
な
り
又
小
と
た
る
こ
と
は
同
時

貨
幣
流
通
速
度
は
憤
格
決
定
に
釘
し
て
如
何
た
る
地
位
に
あ
る
か
。

の
み
意
味
を
有
す
る
こ
と
を
絃
に
附
記
し
て
補
正
し
よ
う
。
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組
織
、

~
 

ヽ

二
、
社
會
に
於
け
る
経
漬
組
織
即
ち
、

に
而
し
て
そ
れ
だ
け
の
程
度
に
於
い
て
、

七――
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H
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（
唯
、
供
給
函

反
到
流
た
る
財
の
流
通
速
度
を
大
又
は
小
と
た
ら
し
む
る
。
従
っ
て
、

貨
幣
の
流
通
速
度
は
財
の
流
通
速
度
と
相
殺
さ
れ
る
が
故
に
債
格
決
定
に
鉗
し
て
能
動
的
要
因
と
な
り
得
な
い
。

而
し
て
、
方
程
式
組
織
に
何
等
の
闘
典
を
も
た
ぬ
。
斯
の
如
き
一
一
の
見
解
は
後
の
機
會
に
批
判
す
る
こ
と
と
し
ょ

私
見
は
此
の
二
の
見
解
に
異
る
。
後
に
述
ぶ
る
一
定
の
條
件
を
（
斡
態
は
そ
れ
を
仮
定
す
る
）
を
所
典
と
仮
定

従
つ
て
、

す
れ
ば
、
流
通
速
度
は
一
定
不
菱
の
値
を
取
り
、
そ
れ
等
條
件
の
菱
化
の
み
に
よ
り
て
菱
化
す
る
大
さ
で
あ
る
。

そ
れ
等
詣
條
件
に
て
描
か
れ
た
限
界
内
に
於
け
る
他
の
條
件
に
て
決
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
債
格
に
劃
し

て
、
貨
幣
流
通
速
度
は
能
動
的
決
定
要
因
で
は
な
い
。
然
れ
ど
も
、
何
物
か
と
相
殺
さ
れ
て
債
格
決
定
に
封
し
て

無
闘
係
で
あ
り
均
衡
方
程
式
組
織
に
無
闘
係
の
存
在
で
は
な
い
。
そ
れ
は
方
程
式
組
織
に
既
知
数
と
し
て
挿
入
さ

れ
る
こ
と
の
必
要
た
る
要
因
で
あ
る
。
詳
論
し
よ
う
。

一
般
的
社
會
組
織

a
、
社
會
に
於
け
る
生
産
組
織
、

b
、
交
通

C

、
商
品
配
給
組
織
、
d
、
金
融
組
織
を
典
へ
ら
れ
た
り
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
條
件
は
普
通
に
外
部
経
清

と
し
て
縮
括
的
に
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
諸
條
件
は
一
主
個
の
意
志
に
よ
り
て
左
右
せ
ら
れ

た
い
。
そ
れ
に
反
し
て
、
主
疇
内
部
の
経
演
は
ギ
罷
の
意
志
に
よ
り
て
自
由
に
左
右
せ
ら
れ
る
、

慎
柊
決
定
機
構
に
於
け
る
貨
幣
流
通
速
度

う
。
先
づ
此
の
問
題
に
野
す
る
私
見
を
開
陳
し
た
い
。
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債
格
決
定
機
構
に
於
け
る
貨
幣
流
通
速
度

第
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敷
を
決
定
す
る
要
因
で
あ
る
と
こ
ろ
の
生
産
の
内
部
絹
織
及
生
南
技
術
即
ち
生
産
方
法
、
需
要
函
敷
を
決
定
す
る

要
因
で
あ
る
と
こ
ろ
の
憤
値
函
数
は
典
へ
ら
れ
て
ゐ
る
）
し
か
し
た
が
ら
、
そ
の
愛
化
は
全
髄
の
経
料
に
取
り
て

所
謂
無
視
し
得
る
枇
で
あ
る
。
か
＼
る
條
件
を
仮
定
す
る
こ
と
は
決
し
て
無
理
で
は
な
い
C

膀
態
経
清
學
的
考
察

に
於
い
て
は
殆
ん
ど
凡
て
の
場
合
に
明
示
的
に
又
は
暗
獣
の
う
ち
に
仮
定
さ
れ
て
ゐ
る
。

凡
の
主
個
の
う
ち
、
消
費
者
は
一
定
請
の
基
本
的
生
産
財
を
所
有
し
、
企
業
者
は
一
定
の
固
定
的
設
備
と
一
定

額
の
貨
幣
資
本
を
以
つ
て
出
疲
す
る
と
す
る
。
そ
の
際
、
消
費
者
は
そ
の
所
有
す
る
生
産
財
を
企
業
者
に
賣
り
、

一
定
の
貨
幣
額
を
受
取
る
。
企
業
者
は
買
入
れ
た
生
産
財
を
以
つ
て
生
産
物
を
生
産
し
、
そ
の
生
産
物
が
生
産
財

で
あ
る
な
ら
ば
、
次
の
段
階
の
企
業
者
に
、
又
消
費
財
で
あ
る
な
ら
ば
、
第
一
中
間
商
人
に
賣
る
。
第
一
中
間
商

人
は
第
二
の
中
間
商
人
に
、
：
•
•
•
最
後
に
消
費
者
の
手
に
入
る
。
か
く
し
て
、

先
づ
、
消
費
者
よ
り
考
察
を
は
じ
め
る
。
消
費
者
は
そ
の
所
有
す
る
基
本
的
生
産
財
を
生
産
者
に
販
賣
し
て
一

定
の
貨
幣
額
を
獲
得
し
、
そ
の
典
へ
ら
れ
た
債
値
函
数
に
依
つ
て
そ
の
所
得
貨
幣
額
の
消
費
財
へ
の
割
嘗
を
決
定

す
る
。
し
か
し
消
費
財
の
買
入
時
期
延
い
て
は
貨
幣
の
支
出
期
は
巌
密
に
定
ま
つ
て
は
ゐ
な
い
。
消
費
財
の
債
格

が
豚
来
に
於
い
て
謄
貴
す
る
見
込
が
あ
る
な
ら
ば
、
即
刻
必
要
な
る
も
の
は
勿
論
然
ら
六
る
も
の
ま
で
買
入
れ
を

幣
が
流
れ
る
。

一
方
よ
り
財
が
流
れ
て
一
方
に
貨

七
―
―
一
六
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債
格
決
定
横
構
に
於
け
る
貨
幣
流
通
速
度

急
く
で
あ
ら
う
。
そ
の
際
買
入
額
は
所
得
額
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
又
憤
格
が
下
落

す
る
見
込
み
が
あ
る
た
ら
ば
、
反
封
に
消
費
財
の
買
入
れ
は
即
刻
必
要
な
る
忍
の
を
除
い
て
、
然
ら
ざ
る
財
の
買

入
れ
は
手
控
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
而
も
、
そ
れ
ら
の
憤
格
の
愛
動
が
、
前
述
の
二
條
件
の
愛
化
の
結
果
又
は
そ

れ
等
の
見
込
の
反
映
で
あ
る
た
ら
ば
、
憤
格
の
愛
動
は
流
通
速
度
を
雙
化
せ
し
む
る
。
し
か
し
、
勿
論
か
＼
る
意

味
の
債
格
楚
動
は
恨
定
さ
れ
て
た
い
、
そ
の
ほ
か
憤
格
を
雙
動
せ
し
む
る
何
等
の
條
件
の
愛
化
も
想
像
さ
れ
て
ゐ

た
い
。
従
っ
て
買
入
期
は
全
然
ヽ
王
閤
の
恣
意
に
任
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
今
仮
り
に
、

七
―
―
一
七

一
定
時
黙

Ti
に
於
い
て
一
定
貨

幣
牧
納
額
．
el

を
有
す
る
個
人
が
、
あ
る
消
費
財
の
買
入
れ
を
早
く
し
あ
る
び
は
一
度
の
買
入
数
祉
を
大
と
す
る
。

さ
う
す
る
と
、
此
の
個
人
に
就
い
て
、
．
el

の
滞
留
期
間
は
短
縮
せ
ら
れ
、
平
均
手
許
有
高

(.tl
時
間
に
闘
す
る
）

は
小
と
た
る
。
織
次
的
に
牧
納
さ
れ
る
．
貨
幣
額
に
就
い
て
同
様
の
こ
と
が
行
は
れ
る
な
ら
ば
、
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一
経
洲
期
間
に
就

い
て
賞
該
個
人
に
於
け
る
流
通
速
度
決
定
要
因
、
即
ち
平
均
的
滞
留
期
間
或
は
平
均
手
許
有
高
(
-
経
清
期
間
に

闘
す
る
）
は
夫
々
、
短
縮
又
は
減
少
す
る
。
従
っ
て
個
人
に
於
け
る
流
通
速
度
は
大
と
な
る
。

更
に
そ
れ
等
の
菱
化
と
同
時
に
貨
幣
牧
納
期

TlTi•••••• 

Tn
の
甑
間
の
長
さ
が
短
縮
せ
ら
れ
（
貨
幣
牧
納
額
は
不

雙
）
る
た
ら
ば
、
個
人
に
於
け
る
平
均
手
許
有
高
は
不
愛
で
あ
り
得
る
が
、
個
人
に
於
け
る
総
支
出
額
は
大
と
な

る
が
故
に
、
或
は
平
均
滞
留
期
間
は
短
縮
す
る
が
故
に
、
個
人
に
於
け
る
流
通
速
度
は
大
と
な
る
。
そ
の
事
情
と

第

三

巻



反
封
の
こ
と
が
起
る
な
ら
ば
結
果
は
逆
と
た
る
。

前
述
の
事
情
が
社
會
に
於
け
る
凡
て
の
個
人
に
就
い
て
、
同
時
に
而
し
て
同
一
方
向
に
行
は
れ
得
る
な
ら
ば
、

尉
會
に
於
け
る
流
通
速
度
は
そ
の
方
向
に
従
っ
て
、
大
と
な
り
或
は
小
と
な
り
得
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
は
債
格
決

定
の
能
動
的
要
因
で
あ
り
、
方
程
式
絹
織
の
中
に
未
知
数
と
し
て
取
入
れ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

先
づ
、
個
人
に
於
け
る
貨
幣
牧
納
期
は
そ
の
恣
意
に
依
り
て
決
定
さ
れ
る
と
の
み
断
定
し
難
い
。
消
費
者
の
側
に

就
い
て
見
る
。
そ
の
最
も
大
な
る
部
分
を
占
め
最
も
重
要
な
る
役
目
を
た
す
と
こ
ろ
の
本
源
的
所
得
者
即
ち
生
産

に
従
事
す
る
努
働
者
に
於
い
て
は
そ
の
賃
銀
の
支
彿
期
は
社
會
の
習
慣
に
依
り
て
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
肉

開
的
努
働
者
に
於
い
て
は
日
彿
或
は
週
彿
で
あ
り
、
精
神
的
努
働
者
に
於
い
て
は
多
く
月
彿
で
あ
る
如
く
。
派
生

的
所
得
者
中
に
あ
り
て
も
、
そ
の
大
部
分
を
占
め
る
と
こ
の
ろ
固
定
俸
給
者
に
於
い
て
も
亦
同
様
で
あ
る
。
唯
、

そ
の
一
部
の
も
の
に
於
い
て
は
所
得
牧
納
期
は
必
中
し
も
一
定
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
派
生
的
所
得
者
は

本
源
的
所
得
者
の
所
得
牧
納
期
に
し
て
一
定
の
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
に
制
限
せ
ら
れ
、
後
に
述
ぶ
べ
き
相
殺

作
用
の
中
に
含
め
ら
る
べ
き
性
質
の
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
生
南
者
に
闘
す
る
事
情
は
後
に
述
べ
る
。
こ
れ
だ
け

の
豫
備
を
以
つ
て
論
述
を
進
め
よ
う
。

個
人
に
於
け
る
平
均
的
滞
留
期
間
を
短
縮
し
、
平
均
的
手
許
有
高
を
減
少
せ
し
め
る
如
き
道
行
は
、
社
會
に
於

債
格
決
定
欄
構
に
於
け
る
貨
瞥
流
通
速
度

策
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物
は
次
の
生
産
完
了
期
ま
で
に
、
消
費
者
の
手
中
に
人
り
て
消
費
せ
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
の
み
。
而
し
て

生
産
者
は
其
の
賣
上
額
を
以
つ
て
次
期
の
生
廂
の
た
め
の
資
本
と
す
る
。
か
4

る
前
提
の
下
に
て
、
消
費
者
が
生

南
物
の
一
定
量
の
買
入
れ
を
一
定
日
早
く
す
る
と
す
る
。
そ
れ
が
為
に
消
費
者
に
接
獨
し
て
ゐ
る
中
間
商
人
は
そ

れ
だ
け
早
く
手
許
商
品
を
賣
盛
す
が
故
に
次
の
中
間
商
人
よ
り
そ
れ
だ
け
早
く
仕
入
れ
を
な
す
。
か
く
し
て
、
順

次
に
、
全
段
階
の
中
間
商
人
は
商
品
販
賣
期
を
早
め
、
そ
れ
だ
け
仕
入
期
も
早
め
ら
れ
る
。
他
方
、
消
費
者
の
手

中
に
あ
る
貨
幣
は
然
ら
ざ
る
場
合
に
比
し
て
早
く
そ
の
手
を
離
れ
て
中
間
商
人
の
手
に
入
る
。
而
し
て
、
順
次
に

中
間
商
人
の
手
を
経
て
生
産
物
と
逆
の
方
向
に
向
ひ
て
生
産
者
に
近
づ
く
。

生
産
者
と
相
封
す
る
中
間
商
人
は
消
費
者
の
買
進
み
に
促
が
さ
れ
て
、
生
産
者
よ
り
一
定
日
早
く
買
入
を
な
さ

慎
格
決
定
懺
構
に
於
け
る
貨
幣
涜
通
速
度

第

一＝

巻

に
一
定
の
在
庫
期
間
が
あ
る
。
こ
れ
は
必
中
し
も
一
定
で
は
な
い
。
唯
、
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け
る
凡
て
の
個
人
に
就
い
て
は
行
は
れ
得
た
い
。
盤
し
、
そ
の
理
由
は
か
う
で
あ
る
。
生
産
物
（
例
へ
ば
米
）
は

生
廂
者
の
手
か
ら
焚
し
て
、
順
次
に
中
間
商
人
の
手
を
経
て
消
費
者
の
手
に
入
る
の
で
あ
る
が
、
消
費
者
と
生
産

者
と
の
間
に
介
在
す
る
中
間
商
人
の
段
階
は
一
定
の
も
の
で
あ
る
（
配
給
組
織
の
所
典
）
。
生
産
物
が
前
者
よ
り

後
者
に
、
更
に
そ
れ
よ
り
更
に
後
に
あ
る
者
へ
と
移
動
し
て
行
く
際
に
、
運
送
の
為
に
夫
々
一
定
の
期
間
を
必
要

と
す
る
（
交
通
組
織
の
一
定
條
件
が
こ
の
期
間
を
決
定
す
る
）
。
更
に
、
是
等
の
中
間
商
人
に
於
い
て
財
の
た
め

一
生
産
完
了
期
に
生
産
せ
ら
れ
た
生
産

七
三
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債
格
決
定
概
構
に
於
け
る
貨
幣
流
通
速
度

ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
、
既
に
仮
定
し
た
る
如
く
、
生
産
技
術
と
生
産
組
織
と
を
所
典
條
件
と
す
る
が
故
に
、

生
産
者
は
是
等
の
生
産
方
法
の
中
に
て
最
も
有
放
な
る
も
の
を
選
揮
し
、
而
も
、
最
も
有
奴
に
、
従
つ
て
、
生
産

費
は
最
小
な
る
べ
く
、
生
産
期
間
は
最
短
な
る
べ
き
や
う
に
経
螢
を
な
し
て
ゐ
る
筈
で
あ
あ
る
。
生
産
の
次
元

③
 

は
最
能
限
黙
に
ま
で
齋
ら
さ
れ
て
ゐ
る
。
さ
う
で
あ
る
以
上
憤
格
の
愛
化
の
伴
は
ざ
る
（
憤
格
の
髪
化
を
窟
ら
す

條
件
は
何
等
仮
定
し
て
な
い
）
箪
た
る
賭
入
の
時
期
の
繰
上
げ
の
み
に
て
ば
、
生
産
期
間
も
は
や
短
縮
さ
れ
な
い

（
生
産
期
間
の
短
縮
は
生
産
方
法
に
て
愛
化
せ
ざ
る
限
り
不
可
能
で
あ
る
）
生
産
最
も
増
加
し
な
い
（
債
格
の
愛

刃

動
が
あ
れ
ば
可
能
で
あ
る
）
。

従
つ
て
、
最
後
の
中
間
商
人
の
買
進
み
は
、

し
蓄
積
さ
れ
て
ゐ
る
生
産
物
の
在
庫
期
間
を
短
縮
す
る
に
す
ぎ
ぬ
。

第
一
―
―
巻

一
定
の
生
産
期
間
を
経
て
生
産
完
了

た
る
ほ
ど
、
既
に
述
べ
た
る
如
く
、
消
費
者
に
於
い
て
は
貨
幣
は
早
く
手
離
さ
れ
、
流
通
速
度
決
定
要
因
は
流

通
速
度
を
大
な
ら
し
め
る
や
う
に
愛
化
し
て
ゐ
る
。
即
ち
、
滞
留
期
間
Q
短
縮
、
手
許
有
高
の
減
小
。
凡
て
の
段

階
の
中
間
荊
人
に
於
い
て
、
消
費
者
の
買
入
期
繰
上
げ
だ
け
、
販
賣
期
（
延
い
て
は
貨
幣
牧
納
期
が
早
め
ら
れ
、

そ
れ
だ
け
仕
入
期
（
延
い
て
は
貨
幣
支
出
期
）
が
早
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
個
人
に
於
け
る
流
通
速
度
決

定
要
因
は
何
等
の
髪
化
を
受
け
て
ゐ
な
い
。
生
産
者
に
於
い
て
は
之
と
異
る
。
生
産
物
の
在
庫
期
間
は
短
縮
さ
れ

る
に
反
し
て
、
そ
れ
だ
け
貨
幣
滞
留
期
間
は
延
長
さ
れ
、
従
っ
て
、
貨
幣
の
平
均
手
許
有
高
は
増
大
す
る
。
従
っ
て

七
四

0

第

四

琥

1
0
 

28) 拙稿．供給函薮論•本誌第二巻第二聾
刀）拙稿、供給函薮論•本誌第二巻第二聾
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個
人
に
於
け
る
流
通
速
度
は
小
と
な
る
。
か
く
し
て
、
一
方
に
於
け
る
流
通
述
度
の
増
大
は
他
方
に
於
け
る
流
通
速

度
の
減
少
と
相
殺
さ
れ
る
。
私
は
消
費
者
に
於
け
る
買
入
の
繰
上
が
完
全
に
生
廂
者
に
ま
で
波
及
す
る
と
恨
定
し

事
象
の
一
般
的
證
明
を
後
に
す
べ
き
で
あ
る
が
、

た
が
、
然
ら
す
し
て
、
何
れ
か
の
段
階
に
不
均
等
に
分
散
す
る
と
し
て
も
｀
結
果
は
全
然
同
一
で
あ
る
。
私
は
此
の

ボ
ル
ト
キ
イ
ウ
イ
チ
の
特
殊
例
を
か
り
て
設
明
を
試
み
や
う
。

努
働
者
と
生
廂
者
と
の
み
あ
る
。
而
し
て
、
生
産
者
は
努
働
の
み
を
以
つ
て
生
疫
を
行
ひ
、
努
働
者
は
生
南
者

よ
り
買
入
れ
る
と
す
る
。
而
し
て
、
努
働
者
一
人
の
年
賃
銀
を
二
四

0
0
マ
ル
ク
、
而
し
て
、
之
を
一
年
間
に
茂

b
た
＜
消
費
目
的
の
為
に
支
出
す
る
，
賃
銀
支
彿
は
年
四
阿
、
従
つ
て
、

七
四

第

四

撃

マ
ル
ク
省
略
）
努
倒
者
の
支
出
は
日
々
均
等
に
分
割
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
年
平
均
手
許
有
高
は
一
―

-
0
0、
夫
故
に

貨
幣
流
通
速
度
は

2
,
4
0
0
+
3
0
0
1
1
8
。
生
産
者
の
年
平
均
手
許
有
高
も
芝

0
0、
故
に
、
そ
の
流
通
速
度
は

2
,
4
0
0

+
3
0
0
1
1
8
。
従
っ
て
、
計
會
的
流
涌
速
度
は
、8.

 

8
X
2
,
4
0
0
+
8
X
2
,
4
0
0
 

2
"
4
0
0
+
2
"
4
0
0
 

然
る
に
他
の
凡
て
の
條
件
は
そ
の
ま
4
、
支
出
だ
け
を
愛
化
し
て
、
四
分
の
一
年
の
最
初
の
五

H
間
に
毎
日
―
二

0

宛
を
支
彿
ふ
と
す
る
。
手
許
有
高
は
最
初
の

H
の
朝
は
六

00‘
暮
に
は
四
八

0
、
故
に
平
均
五
四

0
、第一

1日
に
は

同
様
に
し
て
平
均
四

1
-
0、
.... ,
•
第
五
日
に
は
六0、
第
六
日
よb
第
九
0
日
ま
で
は
零
。
従
つ
て
、W
ヶ
月
間
H

日

債
格
決
定
被
楷
に
於
け
る
貨
幣
流
通
速
度

第

三

巻
一
阿
牧
納
額
六

0
0
マ
ル
ク
。

1
0
1
――
 

（
以
下

30) L. U. Bortkiewicz, Die Ursachen einer potenzierten Wirkung des ver-
mehrten Geldun血ufauf das Preisniveau, Schriften des Vereins f. 
Sozialpolitik, Bd. 170. S. 261ー265.'



か
く
し
て
、
努
働
者
に
於
け
る
買
入
期
の
斐
更
に
依
り
て
そ
の
流
通
速
度
は

1
4
4
、
生
南
者
に
於
け
る
そ
れ
は

4

4

l
器
と
な
み
に
拘
は
ら
す
、
耽
會
に
於
け
る
流
通
速
度
は
依
然
と
し
て

8
で
あ
る
。

叉
は
、

3
6
0
 -+-

し0
b:)11--' 

X 

ド、ぃ
中心

sき
＋ ＋ 
ゃ OO
1,:.1. _j'I 
bl b:>11--l 

゜
I 
X 

こ
s 

1
 

I

X

5

8

3

|
し

2
 

4
 

1
4
4
 X
 
1
6
1
+
4
 

1
1
8
 

3
 

3
5
 

3
 

2

l

 

1

6

+

5

8

3

1

 

3
 

3
 

於
け
る
流
通
速
度
は
、

2
 

の
の
平
均
手
許
有
高
は

163,

債
格
決
定
懺
構
に
於
け
る
貨
幣
流
通
速
度

1
1
8
 

第

三

巻

凡
て
の
六

0
0
に
就
い
て
同
様
の
こ
と
が
行
は
れ
る
な
ら
ば
、
個
人
に
於
け
る

2
 

1
-
E
0
0
の
流
通
速
度
は

2
.
4
S
+
1
6
1
1
1
1
4
4

8
 

六
0
0
の
平
均
滞
留
期
間
は

1
-
2
日
で
あ
り
、

2
 

1
1
1
4
4

従
っ
て
、
雨
結
果
は
等
し
い
。
他
方
、
榮
働
者
に

1
-
2

1
 

2
1
 
2

2

 
2
1
 

1
 

者
に

9
0
ー
ー
1
1
8
7
ー
間
滞
留
す
る
が
故
に
、
二
四

0
0
の
平
均
滞
留
期
間
亦
同
様
。
従
つ
て
生
究
者
に
於
け
る

2

2

 

1
 

4
 

1
 

流
通
速
度
は
3
き
＋

8
7
1
1
1
4

—
ー
と
な
り
、
叉
そ
の
平
均
手
許
有
高
は

5
8
3
3

!.! 

3
5
 

で
あ
る
。
こ
れ
は
他
の
方
面
か
ら
も
観
察
せ
ら
れ
る
。
即
ち
、

ニ
四

0
0
の
そ
れ
も
亦
等
し
い
が
故
に
、
流
通
速
度
は

3
6
0
+

（
迂
甜
埒

(11),J:f~) 

と
な
る
。
従
つ
て
、
祉
會
に

（
叶
甜
洪
(

5

)

)

日
し
か
滞
留
し
な
か
っ
た
六

0
0は
生
産

七
四

第

四

輩

1
0四



私
は
事
柄
を
簡
箪
な
ら
し
め
る
た
め
に
、

第

四

就

1
0
五

か
し
る
例
に
て
は
私
の
叙
述
は
極
め
て
容
易
に
理
解
さ
れ
得
る
と
思
ふ
。
し
か
し
た
が
ら
、
生
咋
バ
間
断
た
く
行

は
れ
、
間
断
な
く
販
売
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
生
廂
物
に
就
い
て
は
ど
う
な
る
か
。
か
4

る
生
窄
物
に
就
い
て
は
、
社
會

的
生
廂
茂
階
の
一
一
に
あ
る
個
々
の
生
廂
者
の
内
部
組
織
に
於
い
て
、
最
初
の
生
庶
段
階
の
上
に
原
料
が
乗
せ
ら

れ
て
か
ら
、
此
の
生
廂
者
に
於
け
る
最
後
の
役
階
を
、
此
の
社
會
的
生
南
段
階
に
於
け
る
完
成
財
と
し
て
脱
離
す
る

ま
で
の
問
間
は
一
定
し
て
ゐ
る
（
生
奔
方
法
の
一
定
條
件
が
決
定
す
る
）
。
従
っ
て
、
此
の
期
間
だ
け
の
間
隔
を
翌
い

て
そ
の
間
の
生
南
総
＂
煎
が
一
度
に
生
産
せ
ら
れ
る
と
考
へ
て
、
事
柄
の
本
質
は
髪
ら
な
い
。
欝
態
に
於
い
て
は
同
種

の
企
業
は
同
一
規
模
を
以
つ
て
経
螢
さ
れ
て
ゐ
る
。
従
つ
て
、
前
記
期
間
毎
に
、
前
記
生
産
線
麓
の
倍
敷
だ
け
が
生

壺
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
の
数
韮
が
此
の
期
間
に
寧
界
れ
盛
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
つ
て
、
消
費
者
の
買
入
期
の
繰
上
げ
は

何
虐
か
で
そ
れ
だ
け
相
殺
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
凡
て
の
生
産
物
に
就
い
て
私
の
論
述
は
あ
て
は
ま
る
と

思
ふ
。
一
方
に
於
い
て
、

生
南
期
間
の
一
定
、
交
通
組
織
の
一
定
、
配
給
組
織
の
一
定
と
云
ふ
條
件
を
仮
定
し
、

他
方
に
於
い
て
、
需
要
函
数
の
一
定
、
所
得
牧
納
期
の
一
定
を
仮
定
す
れ
ば
。
か
く
し
て
、
か
4

る
條
件
の
下
に

て
は
社
合
的
流
姐
速
度
は
一
定
不
焚
の
値
を
取
ら
ざ
る
を
得
ぬ
。
従
つ
て
、
貨
幣
流
通
述
度
は
債
格
決
定
の
能
罰
的

要
因
で
は
な
い
。
然
る
が
故
に
、
方
程
式
組
織
に
於
い
て
は
既
知
と
し
て
取
扱
ふ
べ
食
で
あ
る
。

償
格
決
定
捜
梱
に
於
け
る
貨
幣
流
通
速
度

第
一
―
―
巻

七四―――

一
定
期
間
に
一
度
し
か
牛
窄
の
餞
は
ざ
ろ
牛
窄
物
た
例
に
採
っ
た
。

31) Wicksell, Vorlesungen, S. 72. 
E. Barone. Grundziigさdertheoretischen~ationaliikonomie 1927.S.128 
A. Sokoloff, Zwei Heitriige., S. 145. 

32) Bartkiewicz, Die Urs'.lchen., S. 165. 
33)拙稿、一般均衡理論に於ける交換方程式の取扱に就て.本誌前琥、 14
7頁。
A. Bilimovic, Kritische und positive Bemerkungen zur Geldwertth 
eorie, Zeitschrift fiir Nationaeokonomie 1913 S. 727 



既
に
述
ぺ
た
る
如
く
、

第

三

巻

私
は
以
上
の
論
述
に
於
い
て
、
暗
獣
の
中
に
生
産
物
の
債
格
及
消
費
者
に
於
け
る
所
得
の
大
さ
、
従
つ
て
凡
て

の
生
森
物
の
憤
格
を
一
定
の
も
の
と
考
へ
た
。
従
っ
て
、
私
の
論
述
に
封
し
て
次
の
如
き
非
難
が
加
へ
ら
れ
さ
う

に
思
ふ
。
即
内
社
．
曾
に
於
け
る
流
通
速
度
を
示
す
方
程
式
⑱

.ia-

らヽ
贔
．
しM
 

V

|

 

に
於
い
て
、
憤
格
を
典
へ
ら
れ
た
と
す
る
が
故
に
、
仮
り
に
流
通
貨
幣
祉
が
典
へ
ら
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
流
通

速
度
＞
は

一
定
仙
を
取
ら
ざ
る
を
得
ぬ
し
従
っ
て
、
私
の
論
述
は
正
に
逆
で
あ
る
と
。

な
る
ほ
ど
方
程
式
⑱
を
見
れ
ば
さ
う
で
あ
る
か
に
見
へ
る
。
併
し
な
が
ら
、
さ
う
で
は
な
い
。
此
の
方
程
式
は

既
に
述
べ
た
る
如
く
、
方
程
裔
又
は
句
、
方
程
式
度
は
⑪
と
全
く
等
し
い
。
従
っ
て
、
方
程
式
切
に
就
い
て

述
べ
得
る
こ
と
は
方
程
式
⑱
に
就
い
て
も
直
に
あ
て
は
ま
る
筈
で
あ
る
。
而
し
て
、
方
程
式
⑤
に
は
因
敷
T
及

r

が
含
ま
れ
て
ゐ
る
。
前
者
は
所
典
の
條
件
で
あ
る
が
故
に
、
問
題
は
他
の
因
敷

r
に
集
中
さ
れ
る
。
此
の

r
が
債

格
組
織
に
無
靱
係
で
あ
る
な
ら
ば
、
私
の
論
述
に
野
す
る
前
記
の
可
能
の
非
難
は
克
服
さ
れ
る
と
思
ふ
。

既
に
述
べ
た
る
如
く
、
ー
は

E
5••••• 

t

の
平
均
値
即
ち
凡
て
の
個
人
に
於
け
る
貨
幣
牧
納
額
の
結
計
い
じ

•
j
e, 

の
平
均
滞
留
期
間
で
あ
る
。

牝
個
片
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
二
は
貨
幣
個
片
の
所
風
す
る
個
人
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
而

償
格
決
定
概
楷
に
於
け
る
貨
幣
流
通
速
度

貨
幣
流
通
速
度
の
算
定
法
に
は
二
あ
る
。
•
そ
の
一
は
貨

七
四
四

第

四

輩

1
0
六



債
格
決
定
被
櫛
に
於
け
る
貨
幣
流
通
速
度

し
て
、
こ
の
二
は
條
件
に
し
て
一
様
で
あ
る
限
り
、
結
果
は
同
一
で
あ
る
。
今
ま
で
の
滞
留
期
間
法
は
個
人
を
中

心
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
他
の
方
面
よ
り
料
察
し
、
各
個
片
の
滞
留
期
間
を
算
定
し
、
個
々

の
貨
幣
個
片
の
流

通
速
度
を
求
め
之
に
よ
り
て
社
合
に
於
け
る
流
泊
速
度
を
算
定
ナ
る
も
同
一
の
鈷
果
に
逹
す
る
筈
で
あ
る
e

翻
り
て
考
ふ
。
本
源
的
所
得
は
生
森
か
ら
流
出
す
る
。
之
れ
は
基
本
的
生
赤
財
の
代
信
で
あ
る
。

生
森
財
を
以
て
生
在
せ
ら
れ
た
消
費
財
の
継
債
額
は
、
費
用
法
則
に
依
り
て
其
の
基
本
的
生
産
財
の
代
償
の
総
額

に
等
し
か
る
べ
＜
｀
本
源
的
所
得
を
以
て
買
取
ら
る

し
消
費
財
の
綿
憤
額
は
需
要
の
法
則
に
依
り
て
消
我
債
額
に

等
し
か
る
べ
き
で
あ
る
3

か
く
し
て
、
本
源
的
所
得
の
練
額
と
消
費
財
の
継
債
額
は
等
し
い
。
従
っ
て
、
本
源
的

牛
奔
財
の
債
額
が
高
い
た
ら
ば
、
そ
れ
だ
け
本
源
的
所
得
も
大
で
あ
る
。
生
産
財
の
債
格
が
高
い
が
故
に
生
席
的

の
債
格
も
高
竺
需
要
函
敷
が
典
へ
ら
れ
て
ゐ
て
所
得
額
が
大
と
な
る
な
ら
ば
、
消
費
財
の
た
め
に
皮
出
さ
る
べ
き

憤
額
も
大
と
な
る
。
か
く
し
て
、
生
産
物
憤
格
の
大
と
な
る
こ
と
は
、

付
け
ら
れ
る
。
叉
生
森
財
の
憤
額
が
低
落
す
れ
ば
そ
れ
だ
け
所
得
額
も
減
少
し
、
そ
れ
だ
け
生
南
物
の
債
格
も
亦

低
落
す
る
。
従
つ
て
、

第

一一一

巻

七

四

五

そ
の
反
面
に
消
費
額
の
増
加
に
よ
り
て
裏

そ
れ
等
の
経
済
翡
は
同
様
に
何
物
か
の
函
数
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
悶

今
一
定
時
黙
に
於
い
て
計
會
の
凡
て
の
個
人
に
夫
々
一
定
の
所
得
額
が
入
る
と
す
る
。

第

四

琥

1
0
七

そ
れ
ら
個
人
の

需

要

函
敷
は
典
へ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
そ
れ
に
依
り
て
、
各
種
の
消
費
財
の
た
め
に
消
費
さ
る
べ
き
所
得
部
分
が
定
め

rlt
基

本

的

:-4) W. Lexis, AJ!gemeine Volkswirtschaftslehre, Aufl. 2. 1913. S. 139. 



叉
消
牲
者
の
何
人
か
の
手
に
復
蹄
す
る
道
行
を
貨
幣
の
周
流
と
呼
ば
う
。
憤
格
糾
織
も
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
る
た
ら
ば

そ
の
―
一
の
周
流
の
道
筋
の
大
さ
は
一
定
の
も
の
で
あ
る
J

し
か
し
、
債
格
組
織
は
典
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
が
（
し

々
の
道
行
に
よ
り
て
あ
る
ひ
は
長
く
或
は
短
い
。
か
く
の
如
く
、

一
度
消
費
者
の
何
人
か
の
手
を
離
れ
て
、
再
び

行
の
中
途
に
あ
る
個
人
に
一
定
の
貨
幣
額
の
止
る
期
間
は
一
定
で
は
な
い
が
、

一
箇
所
に
於
い
て
長
く
止
ま
れ
ば

が
基
本
的
生
南
財
の
所
有
者
に
支
彿
は
れ
て
、

部
は
第
二
次
生
産
物
の
憤
額
と
し
て
、

第

三

巻

ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
部
分
は
中
間
商
人
の
手
を
経
て
、
所
謂
第
一
次
の
生
廂
物
の
生
査
者
に
集
中
さ
れ
る
。
そ
れ

ら
の
債
額
の
一
部
は
此
の
生
産
段
階
に
参
典
す
る
基
本
的
生
産
財
の
債
額
と
し
て
そ
の
所
有
者
に
支
彿
は
れ
、
残

そ
の
生
廂
者
に
渡
さ
れ
る
。
此
の
憤
額
は
更
に
一
部
は
此
の
生
産
的
段
階

に
参
典
す
る
基
本
的
生
産
財
の
所
有
者
に
支
彿
は
れ
、
賤
餘
が
そ
の
次
の
生
南
財
の
生
究
者
に
支
彿
は
れ
る
。
か

く
し
て
、
消
費
者
よ
り
な
咎
足
せ
る
一
定
憤
額
は
順
次
に
よ
り
高
次
の
生
産
段
階
へ
と
持
込
ま
れ
、
そ
の
都
度
一
部

り
発
足
せ
る
一
定
債
額
は
消
失
す
る
。
従
つ
て
、

債
格
決
定
概
構
に
於
け
る
貨
幣
流
通
速
度

順
次
に
縮
少
す
る
。

而
し
て
、
最
高
次
の
生
産
物
の
段
階
に
於

い
て
は
、
此
の
段
階
に
移
轄
さ
れ
た
憤
額
は
凡
て
基
本
的
生
産
財
の
債
額
と
し
て
支
彿
は
れ
、

一
度
消
費
者
の
手
を
離
れ
た
貨
幣
額
は
必
中
一
定
期
間
の
後
に

再
び
消
費
者
の
手
に
復
飩
す
る
。
；
セ
の
疲
足
よ
り
復
蹄
に
至
る
ま
で
の
期
間
は
一
定
の
も
の
で
あ
る
。
唯
、
此
道

他
の
箇
所
に
は
短
か
く
止
ら
ざ
る
を
得
ぬ
。
そ
の
全
個
の
期
間
が
一
定
で
あ
る
。
勿
論
、
そ
の
道
行
の
長
さ
は
夫

七
四
六

こ
4

で
消
費
者
よ
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は、

債
格
決
定
機
栴
に
於
け
る
貨
幣
流
通
速
度
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ゞ

加
率
と
等
し
い
率
を
以
つ
て
増
加
す
る
。
貨
幣
敷
煎
と
一
一
の
周
流

七
四
七

第

四

披

1
0
九

―
一
の
周
流
を

か
し
そ
れ
を
決
定
す
べ
き
條
件
の
中
、
貨
幣
の
数
＂
戦
を
除
く
凡
て
が
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
る
）
そ
の
道
筋
と
、
そ
の
一

一
の
周
流
の
相
釘
的
大
さ
は
典
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
絶
封
的
大
さ
を
決
定
す
る
も
の
は
貨
幣
敷
盤
で
あ
る
。
貨

幣
数
猜
に
し
て
大
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
等
周
流
の
大
さ
は
一
様
に
大
き
く
な
る
で
あ
ら
う
。
そ
の
反
釘
は
逆
で

あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
貨
幣
の
数
撮
が
大
と
な
れ
ば
一
一
の
周
流
を
通
る
貨
幣
箪
位
の
数
は
、
貨
幣
の
数
祉
の
増

と
の
間
に
一
定
の
比

そ
の
箪
位
群
の
流
通
速
度
は

a
g
r
:
 ．．．． 
を
通
過
す
る
貨
幣
単
位
の
数

u
¢
1
:
・:・
が
あ
る
。
今
、
貨
幣
流
通
祉
M
が
一
定
で
あ
り
、
従
つ
て
、

通
貨
す
る
貨
幣
批
も
亦
一
定
で
あ
る
と
す
る
。
従
っ
て
貨
幣
流
通
最
M
を
構
成
す
る
一
定
の
貨
幣
箪
位
群

a
b
;：

．．． 
の
通
る
周
流
の
数
が
決
定
さ
れ
る
。
今
、
箪
位
群
a
は
三
個
の
通
過
黙
と
五
ヶ
月
の
期
間
と
を
持
つ
周
流
と
六

ケ
の
通
過
勘
と
七
ヶ
月
の
期
間
と
を
持
つ
周
流
と
を
通
過
す
る
と
す
れ
ば
、
此
の
貨
幣
箪
位
群
の
平
均
滞
留
期
間

第

三

巻



二、

ー

く

a
V
a
+
b
V
b
+
c
V
c
+
：・・: 

a
+
b
+
C
+
：・:・:・ 

然
る
に
前
述
の
泊
り

一
應
の
む
す
び
。
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巻

貨
幣
の
流
通
速
度
と
云
ふ
は
貨
幣
箪
位
が
交
換
手
段
と
し
て
財
と
の
交
換
に
用
ひ
ら
れ
る
度
敷
で
あ
る
。
而
し

て
そ
れ
は
、

一
定
続
滸
期
間
を
社
會
的
平
均
滞
留
期
間
に
て
除
す
る
こ
と
に
依
り
て
、
あ
る
ひ
は
、
社
合
に
於
け

然
る
が
故
に
、
社
禽
に
於
る
流
通
速
度
は
貨
幣
の
流
通
梵
及
債
格
組
織
の
統
封
値
に
無
闊
係
に
一
定
の
値
を
取
る
。
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故
に
、

a
1
1
M
S
 
b
1
1
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1
1
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a
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b
+
c
+
：
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••• 

1
1
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度
V
b
V
c
:
•

••
•
も
亦
定
ま
る
。
そ
れ
故
に
、
社
會
に
於
け
る
流
通
速
度
は
、

で
あ
る
。
か
く
の
如
く
し
て
、
凡
て
の
箪
位
群
b
c
:
．．．
．
 の
平
均
滞
留
期
間
z
b
Z
e
:
…
•
も
亦
定
ま
り
、

償
格
決
定
機
榊
に
於
け
る
貨
幣
流
通
速
度

七
四
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そ
の
流
通
速
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債
格
決
定
概
構
に
於
け
る
貨
幣
流
通
速
度

要
因
で
は
な
い
。

従
つ
て
、

第

三

巻

七

四

九

第

四

戟

線
額
を
凡
て
の
個
人
に
於
け
る
平
均
手
評
有
高
の
練
計
に
て
除
す
る
こ
と
に
依
り
て
、
或
は
就
會
に
於
け
る
支
出

練
額
を
流
涌
幣
貨
哉
に
て
除
す
る
こ
と
に
依
り
て
、
求
め
ら
れ
る
。
而
し
て
、
そ
の
結
果
は
凡
て
同
一
で
あ
る
。

社
會
組
織
、
生
西
の
社
會
糾
織
、
生
産
方
法
、
交
通
組
織
、
陀
給
躙
織
、
需
要
函
数
を
一
定
の
も
の
と
見
る
限

り
、
社
會
に
於
け
る
貨
幣
流
通
速
度
は
一
定
不
雙
の
大
さ
を
取
る
。
従
っ
て
、
貨
幣
流
通
速
度
は
貨
債
の
能
動
的

均
衡
方
程
式
絹
織
に
於
い
て
は
既
知
敷
と
し
て
取
扱
は
る
べ
き
で
あ
る
。

註
一
流
通
拡
法
を
滞
留
期
間
法
及
残
高
法
と
等
し
き
部
類
に
屈
せ
し
む
る
こ
と
は
厳
密
に
云
へ
ば
適
賞
で
は
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
便
宜
の
た
め
に
、
此
の
分
類
を
敢
て
し
た
。

註―
I

A
l
e
x
a
n
d
e
r
 B
i
l
i
m
o
v
i
c
,
 
K
r
i
t
i
s
c
h
e
 
u
n
d
 positive 
B
e
m
e
r
k
u
n
g
e
n
 z
u
r
 G
e
l
d
w
e
r
t
t
h
e
o
r
i
e
,
N
e
i
t
s
c
h
r
i
f
t
 
f
e
r
 

N
a
t
i
o
n
a
l
o
k
o
n
o
m
i
e
 
1931. 
S
.
 
617.

に
依
れ
ば
、
貨
幣
牧
納
及
支
出
の
分
散
を
貨
幣
分
散
と
名
付
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
貨

幣
分
散
の
問
題
に
は
貨
幣
出
納
の
額
及
川
納
の
時
黙
に
闊
す
る
一
一
の
問
題
が
合
ま
れ
て
ゐ
る
。

註
―
―
―
貨
幣
流
通
速
炭
は
そ
の
邸
定
の
方
法
の
異
る
に
依
り
て
、
そ
の
値
を
異
に
す
る
も
の
と
考
（
る
も
の
が
あ
る
。
例
（
ば

ラ
ウ
ン
ス
ベ
リ
イ
（
前
提
論
文
）

J
ノ
ン
ダ
ア
ス
ン

(
T
h
e
v
a
l
n
e
 o
f
 M
o
n
e
y
 1922. 
p. 2
0
4
)
は
同
轄
法
と
残
高
t

法
と
は

そ
の
結
果
を
異
に
す
る
と
考
へ
る
が
如
き
。
し
か
し
な
が
ら
、
條
件
を
等
し
く
す
る
限
り
、
此
の
見
俯
は
諜
り
で
あ
る
。
私

は
回
轄
法
残
高
法
、
滞
留
期
間
は
、
流
通
最
法
の
何
れ
に
依
る
も
條
件
に
し
て
一
様
な
る
限
り
、
流
通
速
度
は
同
一
の
値
を

存
す
る
こ
と
を
論
証
し
た
。

註
四
私
の
問
題
と
す
る
と
こ
ろ
は
静
態
に
於
け
る
債
猪
決
定
の
問
題
に
闘
す
る
貨
幣
流
通
速
度
の
問
題
で
あ
る
。
静
態
債
格

の
問
題
な
る
が
故
尺
完
全
な
る
無
摩
捺
が
前
提
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
従
っ
て
、
そ
こ
に
は
債
格
の
分

化
(
P
r
e
i
s
d
i
f
f
e
r
e
n
z
i
e
r
u
n
g
)
の
問
題
は
な
い
。
流
通
貨
幣
斌
と
呵
格
と
の
間
に
函
数
的
闘
係
を
認
め
な
が
ら
も
、
厳
密
な
る

正
比
例
性
を
拒
否
す
る
見
陪
が
あ
る
。
例
へ
ば
、
パ
ロ
オ
ネ
(
G
r
u
n
d
2
.
i
i
g
e
d
e
r
 t
h
e
o
r
e
t
i
s
c
h
e
n
 
N
a
t
i
o
n
a
l
,
k
o
n
o
m
i
e
.
1
9
 

27, 
s. 
1
2
8
)
、
ウ
イ
ク
ゼ
ル

(
V
o
r
l
e
s
u
n
g
e
n
iiber 
Nationali:iirnnomie 
B
d
.
 2. 
S
.
 
l
W
)

の
加
～
き
。
こ
れ
等
の
見
解

に
就
い
て
は
機
を
更
め
て
論
じ
た
い
と
思
ふ
が
、
少
く
と
も
、
此
の
見
解
は
．
私
の
今
問
題
と
し
て
ゐ
る
限
り
の
場
面
に
は

何
等
の
闘
奥
を
持
た
ぬ
。
菟
し
、
無
朕
擦
を
前
提
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
（
昭
和
八
年
十
一
月
一
―

-
+
H
)




